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市街地活性化特別委員会会議録 
 

○日  時 平成２４年５月１８日（金） 午前１０時００分 

○場  所 第一委員会室 

○協議事項  

 １ 塩尻駅前広場改修計画について 

 ２ その他 

○出席委員・議員 

委員長  牧野  直樹 君       副委員長  青木   博文 君 

委員  宮田  伸子 君         委員  山口  恵子 君 

委員  古畑  秀夫 君         委員  金田  興一 君 

委員  永井  泰仁 君         委員  森川  雄三 君 

委員  丸山  寿子 君         委員  柴田   博 君 

委員  中原  輝明 君 

議長  永田  公由 君 

○欠席委員 

  なし 

――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○説明のため出席した理事者・職員 

経済事業部長             藤森  茂樹 君 

地域経済担当部長           篠原  清満 君 

中心市街地活性化推進室長       大和  晃敏 君 

     中心市街地活性化推進担当係長     明間  健一 君 

――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議会事務局職員 

     事務局長    小松 俊夫 君     庶務係長  小澤 秀美 君 

――――――――――――――――――――――――――――――――― 

午前９時５８分 開会 

○委員長 全員おそろいですので、ただいまより市街地活性化特別委員会を開催したいと思います。早朝より大

変御苦労さまでございます。本日、全員出席であります。審査に入る前に理事者側から何かありましたら、ごあ

いさつありましたらよろしくお願いします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

理事者あいさつ 

○経済事業部長 おはようございます。お忙しいところお集まりいただきまして大変ありがとうございます。本
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日は、塩尻駅前の広場の改修計画についてということでございまして、昨年度からですね、基本設計等進めてま

いりまして、その後、実施設計を行いまして、この特別委員会のほうにも昨年の夏ごろ、全協のほうにも概略の

部分をお示しをさせていただきましたが、ここで実施設計等がまとまりましたので、きょう御協議、最終確認を

していただきまして、今年度の後半の工事に向けていきたいということでございますので、よろしく御審査をい

ただければと思います。よろしくお願いいたします。 

○委員長 それでは、ただいまから報告を受けたいと思います。説明を求めます。 

○地域経済担当部長 ちょっとその前にですが、自己紹介させていただいてよろしゅうございますか。この４月

１日から御案内のとおり地域経済担当部長ということで仰せつかりました、篠原であります。どうぞよろしくお

願いいたします。 

先般、早速でありますが、えんぱーくの１階のほうへ２店舗、この油そばのほうは実は、昨日オープンさせて

いただくことになりました。定価のほうは７００円というような価格でありますが、昨日の状況を見てますと、

まあ、ぼつぼつ御利用いただいているかなと。今後、皆さんのほうへ広く伝わって、多くの方たちが御利用いた

だければいいと願っているところであります。もう１店舗のほうの北川製菓さんのほうでありますが、先日も駒

ヶ根のほうの工場へちょっと伺ってですね、いろんな食材を手にしながら拝見させていただきました。ちまたに

ありますミスタードーナツと言われているような、ああいうもののドーナツもありますし、そればかりではなく

て、焼きドーナツとか、揚げドーナツとか大変種類も多くありまして、社長さんのほうも、えんぱーくのほうへ

訪れている皆さんの状況を見まして、それにあった、また種類も出していきたいと、そんなようなこともおっし

ゃっておりましたので、またあわせてオープン間際には御案内しながら、議員の皆さんからも御指導を賜ってま

いりたいと思っておりますので、なにとぞよろしくお願いいたします。貴重な時間いただきまして大変ありがと

うございました。 

○委員長 ありがとうございました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

１ 塩尻市駅前広場改修計画について 

○委員長 それでは、報告をお願いをいたします。 

○中心市街地活性化推進室長 それでは、よろしくお願いいたします。塩尻駅前広場改修計画についてというこ

とでお願いいたします。 

 まず１番の趣旨ということでございますけれども、駅利用者等の利便性の向上を図り、賑わいとゆとりのある

空間とした駅前広場を目指すため、関係機関との調整を踏まえ、本年度工事着手に向けて改修計画がまとまりま

したので、御報告をさせていただくものでございます。 

２番の経過でございますけども、昨年度から基本設計のほうに入らさせていただきまして、昨年の８月特別委

員会それから全協等に協議、報告をさせていただいて御意見等を伺ってまいりました。昨年の１０月駅前広場の

実施設計業務委託のほうに入らさせていただきまして、以後、関係機関との調整、修正等を踏まえて、実施設計

がまとまったので報告をするものでございます。さらに１０月ですけども、パブリックコメントを実施をいたし

ました。駅前広場の意見を公募したんですけども、この時点では特に市民からの意見等はございませんでした。

ことしの３月ですけども、中心市街地活性化協議会のほうへ駅前広場改修計画について御説明をさせていただき、
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協議をさせていただき、御承認をいただいてございます。 

３番の改修計画でございますけども、２枚目のほうのＡ３のカラー版の図面をごらんいただきながらお聞きい

ただけたらというふうに思います。それぞれの用途ごとにどのような形になるのか、お話をさせていただきます。 

まず改修計画、広場面積でございますけれども、全体で６，３６９．３平方メートルでございます。うちＪＲ用

地が１，５９２．３平方メートル。これにつきましては駅舎側から東、道路側のほうに約１６メートルの部分が

ＪＲ用地になっております。 

まず①番の一般駐車場でございますけども、これにつきましては拡張をさせていただきまして、今まで２７台

の駐車数でございましたけども、今回新たに４１台とめられるようにしてまいります。うち高齢者の運転者用の

専用の駐車枠ということで、２台新たに新設をさせていただきます。区画につきましては、以前は２．５メート

ル幅、長さが５メートルでしたけども、長さを６メートル、長くさせていただきまして、利用しやすいような形

を取らさせていただいてございます。 

②番の観光バスの待機場でございます。これにつきましては６台がとめられるようなスペースを設けさせてい

ただきまして、斜に配列し、前向き駐車とさせていただくものでございます。乗降上の安全確保のために、県道

側のほうに歩道を設けて安全な乗りおりを進めていきたいというふうにしてまいります。 

次に③番、振興バスの乗降場でございますけども、これにつきましても今、振興バスを３台とめられるスペー

スを設けてまいります。新たにですね、振興バスの待機所ということで、広場内に２台新設をさせていただいて、

さらに待合室をですね、雨よけ風よけのために乗降場には待合室を設置していくということでいきたいというふ

うに考えております。 

④番の身障者等の乗降場でございます。これは新たに１台新設をさせていただきます。場所的には駅舎のエレ

ベーターに直近部のところでございますけれども、そちらのほうへ新設をさせていただきます。 

次に⑤番の一般車停車帯、送迎用の停車帯でございますけども、こちらにつきましては、広場の南側、図面で

いきますと左側のほうになりますけども、そちらのほうに停車帯ということで区画を設けさせていただいて、７

台がとめられるスペースができますけども、そんな形で配置をさせていただきます。 

それから、タクシーの乗降場３台、それから、タクシープールには１２台分ということで、これは現状どおり

のままとさせていただきたいというふうに思います。タクシーの乗降場からタクシープールへの移動につきまし

ては、観光バスの待機場を通っていただいて、タクシープールで待機してもらうという形の動線を新たに設定を

させていただきました。 

それから、８番の緑地帯ですけども、これにつきましては一般車の駐車場の入口がございますけども、そちら

のほうの、図面でいきますと左側のところに緑地帯、これは現状も今、高木等が入っている緑地でございますけ

ども、そのまま活用させていただきます。それから、駐車場の北側のほうに３０周年のイチイを含めた緑地帯と

いうことでこちらのほうに確保していくということでございます。 

それから、⑨番の駐車場照明でございます。これにつきましては、駐車場の４隅に１カ所ずつ計４カ所、ＬＥ

Ｄを採用した照明を設置してまいります。 

それから、⑩番の交通安全施設ということで交差点の改良になります。これにつきましては駅前交番の交差点

でございますけども、公安協議をさせていただく中で、スクランブル交差点ということで公安のほうからも御指
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導をいただいてございます。そんな関係で市役所方面、それから交流センター方面への動線をですね、スムーズ

な形でとっていくということの中で、スクランブル交差点という形で改良をさせていただきます。それによりま

して、現在の信号機の移設、それから新たに新設、それから横断歩道の設置に伴って歩車道境界ブロック、植樹

帯ブロック、それから分離帯が若干改良が必要になってきますので、よろしくお願いをしたいと思います。 

それから、⑪番のシェルター整備でございます。これにつきましては、振興バスの乗降場からタクシーの乗降

場にかけて連続的に配置をしてまいります。屋根幅が２．５メートル、高さが２．５メートル、延長では約７３

メートルという形になります。あわせまして振興バスの乗降場から駅舎の北側の階段をおりたところとの連続性

を持たすということで、高さ４．５メートルのシェルターを連続的に配置をしてまいります。 

裏を見ていただきたいと思いますけども、次に⑫番の歩道整備及び歩道照明でございます。これにつきまして

は、歩道部のインターロッキング等を全面改修をさせていただきます。それから歩道内に６カ所、これもＬＥＤ

を採用してまいりますけども、同様の照明を設置してまいります。 

それから、⑬番のサイン整備でございます。駅周辺及び市全域の案内図、それから各タクシー、振興バス、そ

れから身障者等の乗り場のサインを設置してまいりたいというふうに思います。 

それから、そのほかにですね、あと駐車場の管理をする管理小屋、それから駐車場の出入りに設置する発券機

等も新たに更新をしてまいりたいということでございます。 

それから、照明の関係ですが、観光バスの歩道のところにも１カ所照明を設置させていただいて、安全を図っ

ていきたいということで進めてまいります。 

続きまして、４番の財政計画でございます。総事業費が概算で２億４，３００万円でございます。国の補助金、

それからＪＲからの負担金、それから市費ということで合併特例債を充てていきたいと思います。そんな財政計

画で進めてまいります。 

それから、５番の今後の予定ということでございますけども、来週の２２日、議員全員協議会のほうへ御報告

をさせていただきます。それから、６月１日に広報６月１日号の特集ということで、２ページにわたりまして市

民へお知らせをし周知をしていきたいということと、お気づきの点がありましたら御意見をお聞きしていくとい

うことで考えております。それから、８月中旬ということで業者選定審査会を予定しておりまして、工事着手に

つきましては、９月から工事を第１期工事という形で進めさせてもらって、来年の３月竣工ということで事業費

が８，２００万円。この主な整備内容につきましては、車道部の整備になります。一般駐車場の拡張の部分、そ

れから観光バスの待機所の改良、歩道設置、それから駅前交差点の改良等の工事になります。それから、平成２

５年度につきましては、第２期改修工事ということで歩道内の整備をしてまいります。事業費が１億６，１００

万円を予定しておりまして、主な整備内容は振興バスの乗降場の改良、それから身障者乗降場の新設、シェルタ

ーの増設、あと外周歩道部のインターロッキング等の改良、あと車路のアスファルト舗装等の整備を平成２５年

度にしてまいる計画でございます。私のほうから説明のほうは以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○委員長 ありがとうございました。ただいま駅前広場の改修計画の報告がございました。御質問、御意見があ

りましたらお願いいたします。 

○宮田伸子委員 数点あるんですが、お願いします。この駅前のこの広場の何かコンセプトがあったら、どうい

うイメージでっていうのがあったらお聞かせいただきたいことと、それから、振興バスの乗降場が待合室設置っ
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ていうの、お言葉では聞いたんですが、どのあたりか、ちょっと済みません、わからなかったので、詳しくもう

一度教えていただきたいです。もしバス停の近くなんであれば、せっかく観光センターもあるので、そこを待合

室に使うような利用方法は考えていないのかということもお聞きしたくて。それから、身障者の乗降場のところ

のシェルターを、身障者の駐車スペースまで延ばしていただきたいという意見を上げていたのですが、それの検

討の過程と結果、結果はまあついてないんですが、過程を教えていただきたいです。それから、インターロッキ

ングなどに、今はこれ無地に見えるんですが、何かこう歩いていて楽しくなるような工夫とか何かされる御予定

があるかを教えてください。以上です。 

○委員長 では、４点についてお願いします。 

○中心市街地活性化推進室長 まず駅前広場のコンセプトでございますけども、当初この駅前周辺の整備を進め

ていく中で、構想というものも打ち立ててございます。そんな中で全体的には当初は塩尻の森の駅という形の中

でコンセプトとさせていただいてですね、駅周辺の活性化を目指していくということで整備のほうを進めてきて

おります。その整備の内容につきましては、昨年度できました駅前公園、それから観光センターの建設の関係、

それから駅南地区の先日竣工いたしました再開発事業の関係、それと、この駅前広場の改修工事ということで、

周辺整備という形で整備をしてきておりますけども、公園が新たにできたということの中で、当初森の駅という

形ではございましたけども、当然木がありますと鳥のふんとかですね、そういったいろいろな被害等が多い中で

ですね、やはり開放感も持てるこの塩尻市の駅前としての改修をということの中で、新たに公園ができましたの

で、この広場につきましては、できる限り今の広さの中と今のできるだけ活用した中での改良というものを進め

てきておりますので、その中である緑地等はですね、できるだけ残した形、生かした形でですね、森っていうイ

メージまではいかないまでにしてもですね、できるだけそういった景観に配慮した形のコンセプトの中で改良の

ほうは設計を進めてきたところでございます。 

それとあと、振興バスの待合室の場所でございますけども、お手元の改修計画の上のほうの図面でいきますと、

ちょうど③番の振興バスの乗降場、この点線の矢印の先の部分、ちょうど乗降場の一番端のところに待合室を予

定してつくっていきたいという計画でございます。それから、バス停の待合室と観光センターのほうが利用でき

ないかということで、それで観光センターのですね、当然中でも十分そこでくつろげる場所でもありますし、買

い物をしていただく場所にもなってます。その辺、観光センターの利用時間によっては自由にできますので。た

だそれ以外の部分につきましてはですね、閉鎖してしまう部分がございますので、そういった部分の待合室、こ

れは今までにもあった待合室でございますし、市民からの意見もございましたので、新たに設置をして、という

かまあ新しくまたつくり直すという形で考えていきたいというふうに思っています。 

それから、バス停の身障者用の乗降場のところのシェルターの関係でございますけども、身障者とか高齢者、

一時的におりていただくのはですね、そこの身障者乗降場のところでおりていただいて、そこはシェルターがあ

りますので、駅のほうへ向かってすべて連続性を持たせてますのでよろしいかと思うんですが、委員おっしゃる

とおり、高齢者の専用の駐車場のところにですね、屋根をというお話もお聞きしました。当然そこにつくること

もですね、検討をさせていただきました。シェルターと当然連続性を持たせないと、横断歩道を渡るところもあ

りますので、当然そちらのほうもシェルター設置という形も考えないと、そこだけの意味がなくなってしまう部

分もございますので、そういった総合的にですね、いろいろな面で判断する中で、乗降場でとにかくおりてもら
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うという形でできないかということで、ちょっとお願いをしたいということで、計画のほうからは外させていた

だいた部分がございます。 

あと、インターロッキングの工夫ということでございますけども、公園のほうを整備させていただいて、あそ

こもインターロッキングを使ってあります。そんな関係でここ駅周辺のですね、全体的なこのイメージの中でで

すね、駅周辺、駅の公園のほうのインターロックと色合いもですね、できるだけ合うような形の中でこの歩道内

のデザインというもの、あと色彩というものを研究して、いい駅前広場になるような形にしていきたいと思いま

す。 

○委員長 ありがとうございました。よろしいですか。 

○宮田伸子委員 済みません、１点お願いします。この身障者等の乗降場の、乗降するところへもシェルターを

延ばしてほしいっていう希望を出していた。乗ったりおりたりとかする時にぬれてしまうという声が多いので、

いろんな駐車場で、その上まで延ばしてもらうことはできないんですか。 

○中心市街地活性化推進室長 確かに身障者等の乗降場のところ、要は車のとめる部分のほうまで屋根をという

お考えだというふうに思いますけども、幾つか私のほうでもですね、ほかの広場のですね、そういったシェルタ

ー関係も見させてもらってきている、松本の駅前もそうですけども。そういった中では、ちょっとそういった車

の幅分の引き出すような形のシェルターっていうところは、まあないんですけども、車からですね、おりるとこ

ろは当然屋根という形でですね、十分対応はできているというふうに設計はしてありますので、そんな形で御理

解いただきたいと思います。 

○委員長 ほかにありますか。 

○永井泰仁委員 この計画は、前よりはかなり使いよくなってるんですが、一般市民の人、今の駐車場もそうで

すが、料金だとかそういうことがなかなかわかりにくいということで、早く言えば看板をですね、２カ所くらい

設置してほしいと。例えば３０分未満は無料だということを知らなんで、無理して一般車の停車帯のところで待

ってるとかね。それから１時間で１５０円か、後は３０分単位で６０円という中で決まっていくんですが、一般

の人が割合にそういう料金のことを知らないものですから、ぜひですね、看板を、３０分未満ならこの中でとめ

ていてもね、無料だとか、１時間どうだとか、そういうものを２カ所くらい設置してほしいというのが１点と、

それからもう１点は、この前ちょっと話題になりましたけど、おんたけ交通が高速バスね、木曽福島、それから

奈良井、平沢、本山、塩尻駅を経て東京へ行くという場合に、そういう高速バスが陸運事務所でも申請だかなん

か出てるらしいんですが、許可になった場合にはどういう形態で塩尻はどこから乗ってもらうのか、その辺をち

ょっと想定して説明してほしいと思います。 

○中心市街地活性化推進室長 駐車場の料金表の関係ですけども、市民にわかりやすく示してほしいということ

でございます。現在は３０分無料とか、それから３０分は１５０円、それ以後は３０分ごとに６０円という形で

加算されていくわけなんですが、できるだけですね、市民にわかりやすいような形で示していくように、駐車場

の入口がございますので、そのわきの緑地帯を利用する。今の段階ではそういったところにですね、示すような

形でしてまいりたいというふうに考えます。 

○永井泰仁委員 それと、高速バスがもしやるんだったら、どういうふうにここでやっていくか。 

○中心市街地活性化推進室長 高速バスの関係はですね、既に皆さん御存じのおんたけ交通の関係が、市役所通
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り線を停留所という形で利用することが始まってございます。その中で、駅前広場の中の利用、それから新たな

松本からの利用等をですね、今後どのような形、今の段階ではちょっと何とも言えないんですが、あそこへＪＲ

とのですね、出入りの許可等もかかわってくる部分がございますので、その辺については事業者とＪＲとの形に

なろうかと思いますけども、もしそういった方向でいければ、市としてもそのような形のサポート的なことはし

ていくことも考えられますが、現段階ではＪＲの出入りの手続き等あるかと思いますので、今後の課題とさせて

いただきたいとふうに考えております。 

○金田興一委員 今のお話、もう高速バスの停留所はできてますよね。 

〔「場所が違う」との声あり〕 

○金田興一委員 工事して、あと看板立てりゃいいだけで、ちょうど駅から来て市役所へ行くのと、まちへ入る

三角の、ちょうどあそこにポケットパークがあるけど、それの北側のところに全部工事して全部できて、あとは

停留所の看板を立てるだけになっているんで、今言ったＪＲとの交渉っていうのは、そんな余地ないんじゃない

ですか。だって、あそこにできていて、構内って、そういう２つっていうことはあり得ないと思うんですけど。 

○中心市街地活性化推進室長 私の理解不足でございますけども、既にもうそこにできあがっていることは、こ

の間新しくできたいうことで承知しています。それがですね、当初は駅前広場のほうもという話もあったんです

が、そういった中ではＪＲとも当然協議も必要になってくるかと思いましたので、そのような形で新たなそうい

った交通形態というものがあればですね、そういったことも必要になってくるという話の中ですけども、今現在

は、おっしゃるとおりそこにバス停がありますので、そういった形にはなり得ない部分だというふうに思います。 

○金田興一委員 そうすると、将来的には、今のところはつくったけどやめて、構内に設ける可能性もあるとい

う、そういう考え方ですか。 

○中心市街地活性化推進室長 今回の駅前広場の改修計画の中では、この用途の中ではですね、新たに高速バス

のバス停を設けるスペース的なものもありませんので、将来的には考える余地はないという形ではあります。 

○委員長 よろしいですかね。ほかにありますか。 

○古畑秀夫委員 こういう計画で実際にこれから進んでいくというと、工事中はこの駅前駐車場はどうなってい

くかというのが１点と、もう１点、料金がやっぱり高いというようなことで、民間の駅前の駐車場やなんかも大

体２４時間１，０００円くらいでとめているわけですが、あれが継続してもしとめたとすると、２４時間３，０

００円近くになってしまうような料金体系になっていますので。西口の駐車場やなんかを見ても、かなりスペー

スがあいていることが多いんだよね。やっぱり料金がちょっと高いんじゃないかと思うんだけど、その辺を見直

しというか、今度は１５台くらい置けるようになるんで。有効に使ってもらうはいいが、いっぱいになっちゃっ

ても困るんだけど、その辺の金額との難しさってのはあると思うけども、全体的にちょっと高すぎるんじゃない

かと思うんだけど、その辺はどんなふうに考えているか。 

○中心市街地活性化推進室長 今回の駐車場の改修計画の工事でございますけども、これで来年度は車道の中の

工事に入ってまいります。そんな関係で駐車の枠がですね、今現在の２７台を確保をしながらの改修工事はでき

ませんので、できる限り残しながら改修工事は進めてまいりますけれども、今考えているのは、北側の緑地があ

りますので、向こうへ広げる形を取ってますので、新たに広がる部分を先行してですね、そちらのほうへ駐車場

をとりあえず取れるような状態にしておいて、徐々に既設のほうの駐車場のほうの整備のほうへ進めていくとい
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う形の、今のところ工程は考えているところでございます。 

それとあと、駐車場料金の関係ですけども、これにつきましては、駅前公園の観光センターができたというこ

と、あと駅南の再開発事業が終わってきたということの中で、当然そういった方々の利用も考えられないことは

ない部分が出てきています。しかしながら、この件でこういった駅周辺がですね、完了した後、またその利用状

況を見る中でですね、料金体系というものも検討も必要になってくるかと思いますけども、当然今回のこの駅前

広場改修計画に伴って駅前広場の条例の改正が当然必要になってきますので、その中には料金体系もうたわれて

おりますので、その時点では、ある程度事前にですね、検討を踏まえた中で示していきたいというような形は取

りたいと思っています。 

○委員長 よろしいですかね。ほかはどうですか。 

○丸山寿子委員 済みません、今の駐車場のことですけど、前も質問させていただいてますが、ほかの駐車場と

同じように、飲食店ですとか、お土産を初めとする観光センター等を利用した場合に、その金額ですとかを考慮

していただいてスタンプなどを使って、時間制限はあるとは思いますけれども、その部分が無料になるというよ

うな、そういった機械の導入というか、その辺についての考えはどうですか。 

○中心市街地活性化推進室長 当然観光センターとかですね、駅南に当然レストランが新しくできるということ

の中で、そこへの利用者がですね、ここの駐車場を利用する部分も考えられます。その中で、ここで３０分無料

の中で果たして利用できるかということは、なかなか状況的には難しいかもしれません。今おっしゃるとおり、

いろいろなチケットとか無料券とか、そういった発行の機械という話もございますけども、それにつきましても、

今回の条例改正の料金体系の見直しというか、その辺も検討する中で一緒に考えていきたいと思いますのでよろ

しくお願いします。 

○丸山寿子委員 ぜひお願いしたいんですけど、本当に駅のところまで、例えば、送迎も兼ねて、外に帰る人な

んかも駅前で飲食をしてお土産も買って、そして帰りたいっていうような。もう飲食をしたら必ずもう時間は絶

対３０分以上オーバーするということは、もう皆さんから聞いてますので、ぜひそこについて考慮をお願いした

いと思います。要望です。 

○山口恵子委員 関連で、先ほど駐車場料金のことが出てますが、やはり市民の方からは長時間または２４時間

の場合の料金が高過ぎるので、もうちょっと利用しやすいようにしてほしいという意見と、今、丸山委員がおっ

しゃった、やはり駅前の商店または観光センターを利用する場合の割引っていう声が、やっぱり多く聞かれてい

ますので、それをクリアすることによって、より駅前の活性化につながるっていうことは確かだというふうに感

じていますので、ぜひその点、きちんと改善対策をやっていただくように要望したいと思います。以上です。 

○委員長 はい、要望ですね。 

○柴田博委員 一般駐車場の部分ですけれども、車の出入口は１カ所で、人の出入口も１カ所っていうことです

か。 

○中心市街地活性化推進室長 はい、駐車場への出入りにつきましては、ここの横断歩道のある部分の出入りの

みになっております。 

○柴田博委員 そうすると、それはしょうがないとして、この一般駐車場の中に例えば車を置いて、そこから横

断歩道のところまで行く場合とか、あとまた車のほうへ戻る場合とかに、前より大分台数分多くなるので、人が
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歩く動線、ここを歩いてくださいみたいなそういうような表示というか、そういうのがあったほうがいいかなと

いうふうに思うんですが、その辺についてはどうですか。 

○中心市街地活性化推進室長 おっしゃるとおりだと思います。駐車場の中のですね、駐車場の車のですね、流

れ的なとめ方、仕方というものも当然必要になってくると思いますので、その辺は路面上のですね、表示等を使

いながらですね、しっかりと安全に努めていくというような形で進めていきたいというふうに思います。 

○柴田博委員 今の関係ですけども、例えば一番東側の一番南のほうにとめた場合にはかなり歩く距離があるん

ですけど、一般駐車場の周りに人が歩くようなスペースをちょっと取るようなことはできないんですか。駐車場

の中を突っ切らないで周りを歩いて車まで行けるようなそういう、ちょっと遠回りにはなるけども、それのほう

が安全かなと思うんですけど。 

○中心市街地活性化推進室長 新たにここの駐車場の区画の中にサイドにという話ということでございますけ

ども、もしそれを取るとすれば、幾つか駐車枠を減らしてという形になってくる部分は出てくるかと思います。

できるだけ標示の中でですね、安全に努めていくというような形を取らせていただきたいと思いますので、よろ

しくお願いしたいと思います。 

○委員長 いいですかね。 

○金田興一委員 済みません、ちょっと確認で。先ほど聞き漏らしちゃったのか、一般停車帯の時に、先ほど永

井委員のほうから、この駐車場を利用するようなね、短時間の、看板を出すって言われたのは、緑地帯っていう

ようなふうにちょっと聞いたんだけども、どの辺。私思うに、この南側の茶色くなってますよね、このところの、

一番この県道寄りのところにね、出すのが、もう来るのはみんなここで、県道にずらずら並んで待っているんで

すよね。だからここへ入った時に、いけない時にはこの駐車場３０分無料ですよっていうのがあれば誘導できる

と思うんですけれども、ほかのとこへ出しても誘導にはならんと思うんですよ。それが１点と、それからもう１

つは、今のこの駐車場内の通行方法ですが、一方通行的にやられるわけですか、それとも、ここ入ったら左右ど

ちらでも好きなほうへ行くようにするんでしょうか。ここらはどんなふうなお考えか。 

○中心市街地活性化推進室長 料金の表示につきましては、先ほどは緑地帯っていうような話を、例えばの話で

させてもらいましたけども、利用者にしっかりと周知できるような場所をですね、おっしゃるとおり検討して進

めていきたいと思っています。あと駐車場の中の一方通行的な形でございますけども、ここではまだ新たにじゃ

あどちらにするかっていうところまでは、今のところはまだ決めてありませんけども、いろんな駐車場を見る中

ではですね、スムーズな駐車の出入りをするためには、一方通行的な方向で考えていったほうがいいのかなとい

うふうには、今、個人的には考えているところでございます。 

○委員長 よろしいですかね、ほかに。 

○中原輝明委員 さっきから意見が出てるがさ、例えば駐車料金の関係な、聞くだけじゃいけないよ、だれも黙

ってたら要望なんかとんでもない話で。考えを新たにするかしないかだ。直す、直さなきゃだめだじ、これは。

それをはっきり言わないと、全然納得しないわ。きょう聞いて、それで終わって、また同じように出てきたんじ

ゃだめだ。それは直さなきゃだめだってこと。考えを新たにしてやるか、やらないかだ。だれもそんなこと言わ

ないで。考え方。部長、これだけの意見が出てりゃさ、新たに考えをし直すとか、それをはっきりしないとこん

なもの、委員会なんやったってなんにもならんわ。 
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○地域経済担当部長 以前、商工のほうも担当させていただいて、かつて委員さんのほうから御指摘で、西口を

駐車場を何とかしなきゃだめじゃないかってことで、時間をいただきまして検討して、今のような形で無人から

有料というような形もとらせていただきました。今、各委員さんから主だって駐車場のようなお話ばかりお聞き

をしたとこなんですが、そういった声が多くあるということを改めて認識したものでありますし、経営っていう

んですか、管理の固定金利ばかり多くて収入が少ないっていうのもいかがと思いますので、そういった部分も含

めまして委員さん方が御存じのとおり、あの駐車場は、まず乗降客の一時利用ということと、そして先ほどのよ

うに周辺を皆さんが訪れた時の利用場所、そしてかつてから議員さんが本会議でも上がっておりました、パーク・

アンド・ライドといったようなそういった利用形態、それぞれのいろんな利用形態等が御要望がありましたんで、

前向きな解決に向けて取り組んでまいりますので、またそういった状況の方向、協議ができましたら、議員さん

の意見も聞きながら御相談申し上げたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

○中原輝明委員 それじゃあ、見直しをするって、こういうことだな、一応。 

○地域経済担当部長 検討させていただいて協議させていただきますので。 

○中原輝明委員 おれ言うのは、委員からこれだけのもの出てるっていうことは、世の中は通用しないってこと

だよ、高くて。それをわきまえなきゃ、お前たちは人のものだで関係ないかもしれないが、そこへとめる人は非

常に苦慮してるんだぞ。お金払って、高い高いって言われてさ。それは高いものは修正できるでしょう、それが

１点。それと、合併特例債を簡単にこうやって使うが、これ、いつでもどこへでも、ぽいすかぽいすか使うわけ、

これ。 

○地域経済担当部長 かつてから実施計画のほうで取り組んできましたので、そのことも含めながら申し上げた

と思うんですが、全体の合併特例債の計画の中で事業費全体を見ながら重点化して、その事業の選択もしてやっ

てきております。今回のこの事業につきましても、合併特例債を補助残の部分は財源として充ててくという当初

の計画どおり進んできておる事業でありますので、その中で行っていきたい。これは、平成２４年度の本年度の

予算のところでも、議会のほうへも財政のほうからの説明があったとおり、現在の計画ではおおむね６０％ない

し７０％枠の中で計画して取り組んでいることでありますので、その中で当初の計画どおり進ませていただいて

おりますので、御理解のほどお願いします。 

○中原輝明委員 それとおれも、要は言いたいのはな、合併特例債使うはいいさ。いいけども、我々がいつも、

地域から要望が出てるものは、そういう事業には金が全然出てこないだもんな。駅前って言やあどんどん出てく

るだ、金が。こういう、いや笑い事じゃなく、おれたちにとっちゃ非常な事態、非常事態だよ。我々がみんな地

域からの要望で出たやつな、全然できないじゃん。その辺をもう少し心を新たにしてやらないと。そうじゃん、

こんな駅前やることはいいさ、いいが、こういう場合に、例えばあれじゃん、市費だって一般財源なんか幾らで

も出てくるじゃん、これ。こういうものを、我々が地域から要望が出てるそういうものにも目を配ってやらない

と、これはうまくいかないよ、世の中は。そういう考え方はあるかや、いくらかは。 

○地域経済担当部長 御意見なので、特に申し上げるっていう話じゃないかと思いますが、その意見につきまし

ては十分また心して取り組んでまいりたいと思いますが、経過だけ、委員さんにしますと、この事業は、当初の

計画どおり財源を割り振りながら実施計画も箇所づけして取り組んできた話です。 

○中原輝明委員 それはわかってるわ。 
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○地域経済担当部長 委員さん御指摘のように、いろいろ道路の事業などがございます。これは、社会資本整備

交付金事業の中で、補助金使っている道路の部分についての改良というのはその部分でやって、一般財源を使わ

なきゃいけない部分は一般財源ということで、できるだけきめ細やかにですね、計画づくりをして予算化してや

ってるかと思いますので、いろいろな部分で御指導いただきながら、また取り組んでまいりたいという、企画と

か財政のほうの話かと思いますが、庁内ではそんなふうに取り組んでいるということでございますので、よろし

くお願いします。 

○委員長 まだあるかい。 

○中原輝明委員 まだあるかいじゃなくてさ、当初のそのえんぱーくの、ちょっと先ほど一番最初にあいさつの

中で出た、えんぱーくのとこへ入った油揚げだか何だか知らないが、あの主は、えんぱーくに入ってて１回辞退

しただよな、わかってるか。それだぞ、主は。そういうものが、可能性は本当にあると思う、またやめりゃしな

い。１回失敗しただぞ、小牧ってのは。それがまた同じに入ってるじゃん。あそこでやったずら、惣菜かなんか。 

○委員長 ちょっと待ってくれない。駅前のほうとちょっとずれてる。後でやります。そういうことだったら。

済みません、悪いね。 

○柴田博委員 駐車場会計の中で、大門駐車場の関係はまだ借金が残っていてあと何年かで返し終わるっていう

ふうに聞いてるわけですけど、この駅前の駐車場のほうは、例えば車の出入りの料金のあれも取りかえるし、ま

た新たに人が詰めてるところもつくったり、駐車場整備にもお金がかかるわけですけども、駐車場会計のほうで

後から見なきゃいけないような部分っていうのはあるわけですか。 

○地域経済担当部長 以前もその商工に関係していて話がありますので、ちょっと私のほうから申し上げますが、

こちらの市営駐車場につきましては、本年度で償還分のほうはまず終わります。ただ、一般会計のほうから貸付

金がありますので、その部分はどうするかっていうのは、今後また議会のほうへも議員さんの方々の意見も聞き

ながらやってかなきゃいけない。現在の経営につきましては、大門駐車場と駅前駐車場を一体的にしまして、経

営全体をより効率的に効果的にできるようなことをやっています。何かって申し上げますと、固定経費少ないの

はこちらの駅前のほうの表と西口であります。こっちは固定経費が多いんで。そんなこともありますので、料金

の見直しの部分につきましても、果たして見直しして下げてこちらの経営と別経営で行くことも一つの方法であ

りますし、そうかと申し上げましても、こちらの将来におけるまた修繕計画もありますので、そこら辺も含めま

して内部でしっかりもんでですね、議会のほうへ相談したいっていうさっきの趣旨ということになります。 

○柴田博委員 聞いていることは違って、大門駐車場のほうは、駐車場として使う施設をつくるためにかかった

経費を駐車場の会計の中で返してるわけですよね。こっちは、駅前広場は、駅前広場ということで全体の整備が

あるけれども、その駐車場の部分については駐車場としてこれから使ってその収入を得ていくわけだよね。その

ためにかかる費用についても駐車場の会計の中で負担して、例えば借金として負担する部分があるのかどうかと

いう。それはなしで、全体で駅前広場の整備の中で市の事業としてやって、できあがったものを駐車場のほうに

貸すよっていうふうに、あげるよっていう、そういうことなのかどうか。そういう意味。 

○中心市街地活性化推進室長 今、委員のおっしゃるとおりでございまして、今回の改修計画の中で駐車場の部

分にかかわるものについては、行政側で見ていきますけども、今後の維持管理の中で駐車場部分の管理にかかわ

る部分を駅前広場全体の中でですね、管理区分をしっかりしてですね、やっていくと。 
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○柴田博委員 いいです。 

○委員長 いいですか。 

○古畑秀夫委員 ここへ管理棟というか小屋と言いますか、つくるようになっているわけですが、ここへは要員

配置っていうのはどのように考えているのかと。この観光バスの待機場から今までは直接駅前のほうへ行けるよ

うになってたわけですけれども、かなりのお客様なんかが大勢おりた場合、これ全部こっちへ一たん、駅前交番

のほうへ行かなきゃいけないっていうことになるのかどうかと。そうすると、ここに信号機あったりして、かな

り時間かかるような気がするけど、ちょっとその辺はどんなふうな考えですか。 

○中心市街地活性化推進室長 観光バスの利用者につきましては、以前は確かに、委員おっしゃるとおり観光バ

スおりたところからですね、現在の駐車場の中には直線的に横断歩道に向かって歩道がありました。そこを利用

して駅舎のほうへ行っていただいたんですが、当然今までの観光バスの利用者は、車道に乗りおりしていた部分

でですね、ちょっと安全性に欠ける部分があったものですから、今回観光バスの乗降の部分につきましては新し

く歩道をつけさせてもらって、その歩道からですね、駅前交番の横断歩道を渡って観光センター、そして駅舎の

ほうへ向かって行くような動線というものをですね、考える中でこういった計画をさせていただいてきておりま

す。その中で、確かに交差点があるということで信号処理の中で移動するという形になります。そんな関係で信

号処理も、手動式、押し式のスクランブルとなりますので、そんなに時間をかけずにですね、渡ることも可能で

ございますので、乗りおり、利用者の安全というものを考えれば、こういった動線の中で使っていただきたいと

いうことでございますので、よろしくお願いします。 

○古畑秀夫委員 管理棟の要員配置。 

○中心市街地活性化推進室長 済みません。管理棟につきましては、新たに更新をしてまいりますけども、今ま

で駐車場の管理ということの中で人がですね、そこでシルバーのほうでですね、１人配置して管理をしている状

況はそのままの利用で、そのままにしていきたいというふうに。 

○古畑秀夫委員 結構駅へ、１万円札使えないっていうようなことで、駅へ両替に来るみたいなことで、駅側か

らクレームついてる部分はあるんですよね。駅のいわゆる集札窓口へ来て、金こわしてくれっていうようなこと

で。その辺の管理で、ちゃんとその釣銭って言うか、の部分でこわせるようなのか、機械で１万円使えるなんて

いうような機械があれば、またそれはそれで問題ないんだけども。その辺のところもちょっと聞いてるもんです

から。管理でちゃんといて、そうふうにやるっていうなら問題ない。 

○中心市街地活性化推進室長 またその辺ですね、十分調べさせていただいて考えていきます。 

○委員長 よろしいですかね、いいですかね。 

○副委員長 シェルターの件なんですが、ＪＲ口のですね、北はあるんですが、南はないですよね、南口は。そ

れが１点ですね。これはできるだけ幅が広いほうがいいと思うんですよ、ＪＲ口のところ２カ所やるとすればで

すね。それと、駐車場ですので、ブドウ棚っていうのはちょっとあんまり見通しが悪くていけないんですが、こ

れは中止になったのかということと、北側にはですね、記念樹が、ミシャワカとかあるいはですね、３０周年記

念の木がありますが、ちょっと管理が悪くて枯れたのもありますし、それから記念碑がですね、長野県教育委員

会の記念碑があります。なぜあそこへやったか私は知りませんが。そういうことでですね、駐車場っていうのは

なるべく見通しがよいほうがいいわけです。木はできるだけ高い木といいますか、１本の木で、盆栽のような木
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は植えないほうが駐車場を管理するにはやりやすいわけで、公園とはですね、この、こっちに北にある３カ所は

小公園みたいな形ですが、今草やってるから雑草地帯になっているんですが。この辺もですね、もうちょっと見

通しのいいようなですね、あんまり公園っていうじゃなくて緑地帯のような形でですね、木だけを植えるという

形、真っ直ぐな木を。そういう形であんまり公園化しないほうが、私は、見通しがよくて管理面とか安全な面で

もいいじゃないかと思いますが。一応要望として、ちょっと意見あれば聞かせてください。 

○中心市街地活性化推進室長 駅利用者のですね、まず歩行者、それから車両の関係、そのまず安全を考えた形

での駅前広場がまず第一だというふうに考えてますので、その関係で、前にも山口委員からも、低木類はある程

度の目線からですね、大変支障になるというふうにもお聞きしてます。そんな形で今回の緑地帯につきましては、

改善をしていきたいというふうに思ってますのでよろしくお願いします。 

○委員長 それと、シェルターの、あの、北口の。 

〔「南だ」の声あり〕 

○中心市街地活性化推進室長 南側の階段下からのシェルターにつきましては、実は駅舎のひさしみたいなもの

が出ております。そこから今回の新しいシェルターまでの間の距離がそんなにありません。そこに新たなシェル

ターをつけるということになれば、当然高さ的にも高いもの、それから長さ的にもですね、つくらなきゃいけな

いということで、ほんのわずかのひさしの間隔ということでございますので、その辺は、北側のほうはちょっと

距離が長いものですから必要とする部分もありますけども、南側のほうは、あえて設置するところはないという

ことの判断の中で、設計からは外させていただきました。 

○委員長 あとそれとブドウ棚。ブドウ棚は。 

○中心市街地活性化推進室長 あと観光バスにですね、前ブドウ棚を設置をしていきたいという話で設計のほう

では考えておりました。しかしながら、新たなパーゴラという形でですね、ＰＲということを考える中で、いろ

いろな点で、例えば雨上がりの滴とかですね、管理の問題、それから育成の関係、そういった面で総合的に、果

たしてあそこの歩道の中のブドウ棚が観光のＰＲにつながるかというと、どうかなと、いろいろ課題が出てきた

ということの中で、何か別の形でですね、できないかということで、今回の設計の中からは外させていただきま

した。一つは、ここにはキツネの像とかがあるポケットパークがあるんですけども、そこには既にブドウがです

ね、苗が植えられている部分があります。そういったところは、ＪＲのほうにもちょっと提案はさせてもらいま

したけども、今回キツネの像とかも移設をする方向でいますので、そこの部分を何らかのブドウ棚という形にし

ていくことができないかということでは、ＪＲ側のほうへはちょっと提案はさせていただいたところでございま

すので、観光バスの歩道内のブドウ棚につきましては、今回の計画からは外させていただいたということです。 

○副委員長 例のあのイチイの件ですが、あれはですね、私も、友だちが造園やりますので見てもらったんです

が、あのまんまにしちゃあ枯れちゃうということです、頭のほうからね。何が悪いかっていうのは、一番下の土

が悪いんじゃないかと、根の張りですね。だからこの際ですね、少し定期点検をですね、やらないと枯れる可能

性がありますし、枯れてもいいっていったら別ですが、３０周年っていうそういう記念樹ですので、ミシャワカ

のハナミズキは元気に育っていますが、そういう点ではちょっとイチイのほうは、根っこの土が悪いか、あと管

理が悪いかちょっとわかりませんが、ちょっとこの辺でですね、点検やら治療をしたらどうかというふうに思い

ますが。要望です。 
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○委員長 ほかにありますか。 

○丸山寿子委員 シェルターなんですが、駅のところから延ばしていただいたはいいと思うんですけれど、塩尻

駅の場合、乗りかえの時間がすごく長くて、ＪＲ東と西との乗り継ぎで結構待ち時間が長いので、その待合時間

がやっぱり、ただ長い時間待っているというような状況もあるんですが、そういう中で、観光センターのところ

までシェルターを、待合所の計画のところからまた延ばしてもらうっていうことはどうなのか。お客さんの中に

は、やはり雨の日もあれば、何ですかね、シェルターができたということで、動線をもう少しＰＲして観光セン

ターのほうでも待ち時間を有効に過ごしてもらうっていうような、誘導してっていうか、そういったものが必要

かと思うんですけども、どうでしょうか。 

○中心市街地活性化推進室長 できるだけ多くの方々に観光センターを御利用していただきたいというふうに

は思ってます。そんな中で、振興バスの乗降場、それから観光バスでの待合所っていうものは、確かに両者と連

続性を持たせた形でですね、利用していただけたらっていうふうに考えておるところでございますけども、大変

あのシェルターっていうものは、来年度２５年度にやるんですけども、１億６，０００万円、このシェルター、

１メートル当たり３０万円という費用がかかってという部分がございましてですね、そこら辺につきましては、

とりあえずは今回は駅前広場の改修ということの中で、乗降場の利用者に対する利便性を図っていきたいという

ことでもありますし、そういった観光センターと振興バスの乗降場、そういった後々のですね、そういった利用

状況等も見る中で研究という形をとらさせていただける部分があれば、そういった形をとっていきたいかなとい

うことでございます。よろしくお願いします。 

○委員長 よろしいですかね。 

○森川雄三委員 いろいろ費用対効果はあると思うんだけども、この観光バスもね、６台がとまれるようになっ

ているんだけれども、この観光バスがいかに市にお金を落としてくれるかっていう場面を考えた時にだね、ただ

ＪＲから来たお客が、ここで観光バスに乗っかってどっかへ行っちゃうっていう程度の駐車場では、果たして本

当に価値があるのかっていう場面もあるんだよね。実際、市内めぐりの観光バスという場面でいけば、これは価

値があると思うんだけれども。そういったことを考えた時にだね、例えばその観光バスに対する駐車料金を取る

とかだね、ＪＲからも料金、そのお金をいただけるかとかですね、そこら辺のところまで考えてなきゃいけない

じゃないかと思う。その点いかがです。 

○経済事業部長 観光の場面もありますので、私のほうからちょっと答弁させていただきますけど。今回料金取

ってるよね。料金を取っているかと思います。観光バスとめた分についてはですね、５００円だったと思います

が、取っているということでございますので、それはお願いしたいと思います。市内に幾つもの観光地あります

けども、そういうところに寄るバスは今は少ないわけですけれども、逆に言えば、それは逆に観光地のほうが力

をあげてですね、そういうところも寄ってもらえるような形をしていかなきゃいけないということは、課題とし

て当然考えておりますので、それは別の課題かなと思っています。 

今ここにこうやってとまっていただいて、そこで若干料金いただいてますけども、ここが、拠点としても結構

ここから出ていること自体は逆によしと考えてですね、近くにこうやって乗りおりしてる人がいるんだから、そ

ういうこともあって観光センターもそこに成立したわけでありますし、それをこれからはプラスに考えて、市の

ほうの観光地を魅力アップして寄ってもらうような形にするってことが、やはり一番の、最良の方向かなと考え
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ております。料金のことについてもですね、今後、いろいろ中で検討はしてまいりますので、その辺も、もしあ

まり安いとか、そういう話がございましたらですね、それはまた検討していくということであろうかと思います。 

○委員長 よろしいですかね。ほかに意見ございませんか。 

○中原輝明委員 先ほど、ブドウの話が出たじゃんな。あそこにあるあの、ピーピングのあそこにある何かモニ

ュメントあるじゃん、ブドウの。あれは表舞台に出したほうがよくない。あれの時は、３，０００万円だでな、

あれ。そしてここへ持って来て、それも６００万ばかかかってるだ、移動に。６００万円ばかりかかると思うが、

あれは表に出したほうがいいよ、あの林の中へ置いとくより。 

○経済事業部長 これにつきましても、もう何年も前からですね、議会のほうでも御提案いただいたり、観光課

を中心に何度か検討したことがございます。一つの候補としては駅前、それとかあとインターの近く、あるいは

桔梗ヶ原のどこかの国道沿いとかですね、具体的に実は当たりました。費用がすごくかかるということもありま

す。あと、物が非常に大きくてですね、ということで、この駅の改修の時にも実は少し念頭において、私も当時

やったもんですから、考えましたけれども。非常にこう、近くで見てすごくいい物というよりはですね、少し遠

くにあって、例えば具体的に言いますと、１９号を名古屋のほうから来た時に桔梗ヶ原の中のブドウの郷のとこ

ろにポツンとあって、その周辺に観光地があるみたいな、そういうところには非常にいいと思うんですけども、

間近で見るものではないなという感じが非常にしましてですね、この駅のところにはちょっとあまりふさわしく

ないなっていうふうな形でちょっと考えております。最終的には、ワイナリーのお客さんも今非常にふえており

ますし、観光地としてあそこの桔梗ヶ原の部分のポテンシャルが非常にありますので、そういうことの中でです

ね、今あるその、ピーピングの、今はピーピングサラダでなくて今ちょっと名前変わりましたけども、マルシェ・

サラダードですか、変わりましたが、あそこにあることについても将来的にはそういう価値のあるものというこ

とは認識しておりますので、そういう中で最終的には考えていきたいなと思っております。ただこの駅の中では、

ちょっと非常に風体の大きいものでありますので、ここにはあまりふさわしくないという判断はさせていただき

ました。 

○中原輝明委員 それは、今の話は、部長の話はよくわかるが、それは皆さんの考え方でな。おれたちは、おれ

たちの考えがある。だで、皆さんは自分の考えをおれたちに押しつけようと思ってるでいけないだ。我々の意見

をちゃんと聞いて、それを吸い上げて実行しなきゃ。あれこそあれだよ、駅前へ置いてみ、そりゃ目を引くぞ。

あそこ、おりた後、来た時に。皆さんは嫌なら、嫌ずらで、そういうこと言うがさ。とにかくあれはね、表舞台

へ出すべきだよ。笑われるぞ、あれだけのものをあんなとこへ寝かしときゃ。それこそあれだじ、ここらのとこ

に置いてみ、目立つに。お客さんも、だれでも来て見るわ、あれは。子供も来るし、本当に。もうちょっとだけ

再考してくれや、再考を。 

さっきも出たけどさ、このイチイの枯れる枯れないって。このイチイだって、北海道から１００万もかけて持

って来ただでな。１００万ばかじゃない、３００万か。３００万かけて１００万だかもかかったずら。北海道か

ら持ってきただよ、あれ。だから、ああいうものを大事にしなきゃさ。これはもっと、このモニュメントは生か

しましょ、悪いことは言わないで。 

○金田興一委員 ちょっと今のモニュメントの関係、関連で１つお願いします。私、過去に、代表質問の中でも

観光行政の中で、あのモニュメントについて質問したことがあるんですよね。その時の答えで、１つは経費がか
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かるっていうの。それからもう１つ言われたのは、経年で、動かせば、いわゆるばらけるとは言わないけども、

経年のために動かすのはね、かなり困難を来たすと。その費用もかかるという返答をいただいてるんですが、今

の話は、動かすことが可能ということを今、言ってるんで、過去の答弁とちょっと違っているんじゃなかろうか。 

○経済事業部長 動かすことは過去もですね、経費をかければ可能と言ったんですので、経費をかければ可能だ

と思います。私も物を見ました。ですから、大分傷んでいるところもありますけれども、その傷みを、何と言う

んですかね、補修するような形をとりながら移転することは可能だと思います。ということで申し上げました。

桔梗ヶ原の観光振興事業っていうのを前につくってありますけれども、桔梗ヶ原ブランドっていうものをつくる

中で、やはり桔梗ヶ原の方面に設置するのが私はいいかなと考えておりますので、その辺については、御提案を

したいと思います。 

○永井泰仁委員 一般のこの停車帯のところですが、いわゆるサンサン保育園の送迎がこっちへとめたり東へと

めたりということですから、今度はきちっとこういう形で整備するなら、サンサンの皆さんは東のほうから入る

なら入って、この一般停車帯はね、とめないようなことをまた周知徹底してほしい問題と、それからもう１つは、

ＪＲが若干かかわってますが、工事の入札業者ですが、何かそっちのほうからも業者拾えとかそういう条件がつ

いているかどうか。この入札にかかわる考え方について示してください。 

○中心市街地活性化推進室長 一般車、南側の一般車停車帯につきましては、十分周知をしていきたいというふ

うに思います。あと、入札にかかわる業者につきましては、ＪＲサイドのほうにつきましては、特別建設工事等

はかからない部分の改修工事でございますので、特に指示等は何もございません。 

○永井泰仁委員 じゃあこれはあれだね、市内業者ですか、それともＪＶでやるか、まだそこまで検討はしてな

いですか。 

○中心市街地活性化推進室長 今年度は事業費８，２００万円でございます。簡易型一般競争入札でしていきた

いというふうに思いますので、今のところはまだＡ業者、Ｂ業者だとかは決めてございませんけど、入札方法と

してはそういった形をとっていきたいと思います。 

○中原輝明委員 今のあれだがさ、この２期工事が２５年度あるが、それですべて整備できるの。のんべんだら

りん３期も４期もなんて、もっと早くやらなきゃだめだぜ、整備はぴしゃっと。松本へ行ってみろ、松本の駅に。

さっとやらなきゃ。のんべんだらりんずるずるやってりゃ、前にやったとこをまたやり直さなきゃいけないわ。 

○中心市街地活性化推進室長 一応２カ年にかけて改修工事はせていただきます。利用者にできるだけ不便をか

けないように、早急に完了させていきたいと思いますのでよろしくお願いします。 

○委員長 よろしいですかね。ほかに。 

○古畑英雄委員 この観光バスの駐車料金っていうの、多分５００円取っていると思うけど、ほとんどいないも

んで、かなりルーズになってて、多分徴収する人がほんのわずかの時間帯、何と言うかね、あの入口のお金を回

収してどこへ持っていくか知らんが、そんな程度でシルバーへ要請しているんじゃないかや。その辺もっと、管

理棟せっかくつくるなら、ある程度の時間をおいたりして、あんまりにも片一方取ったり取らなんだりみたいな

ルーズなやり方を多分してると思うので、その辺をちゃんとしてほしいなというふうに思うのと、もう１つは、

先ほど副委員長言われてたように、下から、なんだ、でかいミネゾというか、イチイが枯れてきてるっていうの

は、多分あれ、アースガラっていうようなね、昔の石炭ガラが下のほう入ってると思うんですよね。だから、掘
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って土入れ直さないと、やっぱりせっかくのものが枯れちゃうんじゃないかと思うんで、その辺もそういう要望

があるんで、この際だで、ぜひやってほしいと思います。要望です。 

○地域経済担当部長 先ほどから駐車場の管理につきましてはいろんな御意見いただいてますので、ちょっと時

間いただきまして、また改めて御相談させていただきたいと思います。イチイも、市の当時３０周年の大事な財

産でございますので、またそういった御意見も含めまして、現場のほうを見ながら検討してまいりたいと思いま

すのでお願いします。 

○金田興一委員 バスの駐車場の関係、年間１，０００台っていうと５００円で５０万円なんですよね、収入が。

それで、朝もう４時半、５時から、夜は遅くまで、特に修学旅行だとかいろんなシーズンになると、朝の５時ご

ろあそこにダダダッと並んでるんですよ。その時間から人を配置をして、夜遅くまで配置をしてやるなら、いっ

そのこと無料にしてやったほうが私はいいんじゃないかと思う。管理、お金取って管理するにはね、公平にでき

ません。私、前にも質問なり委員会の時に言ったことありますが、私も行って、どこへお金払やいいねって聞か

れて、あそこに行ってると、聞かれたことも実はあるわけさね。ほいで、ただみんなして、いい、はい行っちゃ

え行っちゃえって言ってるのもいるし。現実に私、あそこへ行って見ていたりして、そういう場面を知ってます

んで、それは公平にはいかないと思います、こういう長い時間帯では。だから、無料というのはね、どうかとい

う話もあると思うけども、そのくらいのことを考えないと公平にはいかないと思います。いいですこれは、意見

だけ言ったんで。 

○委員長 よろしいですかね。じゃあ、今まで言われたのをよく検討していただいて、この大型バスの駐車場に

ついてもいろいろあるでね、お金入れなきゃバタンと倒れないような板だってあるしさ。そういうのを考えてい

ただいて、収入を取ってもらうという、そういうことでよろしく検討してください。よろしいですかね。では、

駅前改修については、また全協がございますので、くどくどと同じような意見を出さないように、全協で。よろ

しくお願いします。もんでるやつなんで、全協でまた同じようなことやってると、何やってるだって言われちゃ

うもんで、よろしくお願い申し上げます。それでは、駅前改修については終わります。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

２ その他 

○委員長 その他、先ほど中原委員から出ました、市街地活性化特別委員会なんで、めったこういう委員会開き

ませんので、この際、先ほど交流センターの件で意見が出されてたので、もう一度お願いをいたします。 

○中原輝明委員 交流センターの中の惣菜屋さんが入っていたわけ、総菜屋が。その主と同じじゃないの、今度

の。で、持続が、ずっと行くに可能性があるの。また引退したりね、撤退を。よく吟味してやらないと。入れる

ことはいいさ、いいが、全体があそこで惣菜屋がやっていけなんだもんで、また次のやつ、品を変えりゃいいっ

ていう、そういう段階じゃ、おれないと思うだよ。その人が憎いじゃないよ。皆さんが、今までそうやって撤退

したものを再度その隣に入れたなんてことは、絶対そんなものなかったと思う、おれ、そういうことは。撤退し

たものは、その業者はだめだで撤退しただ。今の、部長さっき言ったが、みんなで行って見にいくとかいろいろ

言ってるがさ、そういうことをよく吟味してやらないと、失敗ものだ。もしいけなきゃ、それみたって言われる

よ。可能性があるじゃない、そういう。その彼とどういう契約してあるか知らないが、前段が失敗したで抜けて、

また隣へ今度は入るっていう、品を変え、品。そういう部分っていうのは、よく研究してほしいな。撤退した業
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者をまた入れるなんて、ただ品を変えただけじゃん。その時に応募者がなくて入れたのかさ、その辺もあると思

うがさ。その辺はどうなの、実際は。 

○経済事業部長 私のほうからですね、実はこれ、前に地域経済担当部長のほうの名前で議員の皆さんにお送り

してございますけども、塩尻まちづくりカンパニーのほうに市からそこの使用貸借契約を、市とまちづくりカン

パニーで契約をして、まちづくりカンパニーがそのテナントの調整とか指導等をしているということがございま

して、今、まちづくりカンパニーの取締役に私が入ってますので、そういう立場でちょっとお答えをします。去

年の１１月１日にまちづくりカンパニーができまして、その中で、正式に市のほうから再度、ショップ２つあり

ますので、そこのテナントについてきちんと再度誘致等をお願いしたいと。特に正面のショップＡについては一

番目立つところなので、あそこに来た学生とか非常に多いものですから、そういう人たちにふさわしいようなも

のをというような話がありまして、それは今回ドーナツを中心にしたところでもって決まったということでござ

います。 

ショップ Bについては非常に、実態をお話しますと少し奥に入っています。来た人からもちょっと目につきづ

らいというようなこともありまして、非常に会社としても苦労いたしました。もともとやっておりました惣菜セ

ンターの小牧さんとも何回か話をさせていただいて、今までの惣菜センターのやり方ではとにかくだめなので、

ほかの方法にしてもらいたいということを、１つはお願いしました。それともう１つは、会社としてはですね、

別のところを実は幾つか当たりました。当たった中で、なかなか、公募も当然したんですけども、公募に手を挙

げてくるところはございませんでした。それからあと、当たったところもですね、新たにそこに来てやろうとい

うところがなかなか、実は見つかりませんでした。ということで、現在の惣菜センターの小牧さんに再度、少し

業態を変えてお願いしたいという形で、もう一回そういう形で、最終的には小牧さんほうでも再度またチャレン

ジしたいという話でございましたので、会社としてはまたお願いしたと、そういう経過がございます。委員さん

御指摘の点と言いましょうか、御心配の点もですね、まちづくりカンパニーのみんなも承知はしておりますけれ

ども、かといってあそこをあけておくということは、非常によくないということがございまして、市のほうから

は、ぜひショップとして活用してもらいたいという今の基本的なことがございますので、そういう形で今現在は

契約をさせていただいたというのが現状でございますので、ぜひ御理解をお願いしたいと思います。 

○中原輝明委員 それはいいが、そのカンパニーってものは何者だい、あれは。あそこへ補助金が市からも出て

るぞ。あそこのまちづくりのカンパニーだか何だか知らんが、また市はあそこへみんな投資するっきりで効果は

全然出てないじゃん。出てる、あれ。だで、カンパニーの連中が本当に本腰入れてやる気になって協力してるの。 

○経済事業部長 取締役が１０人おりまして、私もその中の１人に入っております。会議は取締役会と、あと経

営会議というのがございまして、昨年の１１月から経営会議だけで既にもう１２回やっております。非常に１，

７５５万円という資本金が新たに、ハード事業やるには非常に厳しい中でですね、今与えられているショップの

２つについては精力的に動いて、結果的にこういう形で一定の成果は出せたというところでございます、具体的

には。 

それとあと、４月２０日近辺に桜を映すイベントを第一弾としてやらさせていただいたということで、これは

ＪＣと共催でございますけども、そういうことをやらさせていただいたということがございます。来月の初めに

株主総会がございますけれども、そこで平成２４年度の事業計画等について説明をしていきたいということでご
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ざいますけれども、１つはですね、将来やっていかなきゃいけないことについての検討をする一方で、具体的に

それでは何もやらないでいいかというと、そういうわけにいかないのでこういうショップの依頼とかそういうも

のをやっていきたいと。将来やっていくという話の中ではですね、やはりイベントをやっていくだけじゃ意味が

ないので、ある程度空き店舗解消とかそういうことを当然やっていかなきゃいけないと。そうすると、資本がい

るという時に、やはりその辺のところでもう少し増強を自分たちですることを考えていかなきゃいけないという

ことを今、盛んに議論をしているところでございます。というのはですね、実際に空き店舗を改修するに１，０

００万円、２，０００万円くらいの借金をする場面が生じてまいります。そういう時に、市とは違うものですか

ら、要は保証をだれがするかという話になった時に、資本金がある程度ないと銀行のほうもなかなかその辺をみ

てくれないという、そういうような現実の壁にぶつかっておりまして、そうことは何とか解消してかなきゃいけ

ないなということでやっておりますので。外に出てる部分が非常にまだ物足りないというとがあるかと思います

けれども、そういう形で鋭意会議もやっておりますし、真剣にみんな取り組んでいるということだけはちょっと

御報告をさせていただきたいと思います。 

○中原輝明委員 一番おれが懸念するのは、やっぱしさ、藤森部長がそこに参画しているっていうことがな、注

意ができないもとさ、仲間でやってるでな。それだで、市のことも教えたりさ、あれだよ、おれがそれじゃ責任

持つくらい言ってると思うだよ、藤森さんが。皆さんが指摘ができないと思うだよ、市の立場で、仲間でいるで。

厳しいことは言えないさ、仲間だもん。そこをぴしゃっとしなきゃだめだな。どうもそれで、ごたごたごたごた

してるだよ。市のことはちゃんと教えて、こうやってくれやって言えば、こうやってやるわっていうような話じ

ゃ、たいてよくならないよ。実際やってみて、自分の言いたいことは言えないでしょう、あんたは、立場だもの。 

○経済事業部長 自分が言いたいことは、私の立場としては言ってるつもりでございます。というのはですね、

非常に今、参加していて難しい部分が実はございまして、中心市街地の活性化全体を進めなきゃいけない市の立

場もありますし、取締役という立場もあると。補助金を出している立場もあるということで、非常に難しい部分

があるんですけども、そういうことにめげずにですね、言うことを言わないとですね、会社がですね、今、三セ

クの会社っていうのは非常に難しいですから、そういうふうになっては困りますので、私も言っておりますし、

ほかの取締役もですね、結構きつい言葉が飛び交うと言いますか、そういう感じの会議になっておりまして、言

うことはみんな言うというそういう感じの経営会議なり、取締役会になっておりますので、そういう御心配は今

のところはないかと思います。 

○金田興一委員 今、まちカンパニーの話が出たんで、ちょっとお聞きしたいんですが、中心市街地の活性化基

本計画っていうのがもとにあるわけなんですよね。それで、これに基づいて幾つかのメニューをつくって、その

中から看板メニューもつくってあったわけなんですね。それで、まちづくり会社がだめになって、今度は代替え

としてまちカンパニーができたと。それだけど、今度聞いてるのは、ショップだとか桜の映像だとか、空き店舗

っていうのは恐らく個々の空き店舗のことを言ってられるんだと思うんですが、一番目玉であったね、例えば古

民家再生は、一言も今まで出てこないわけなんだよね。これはどうなってるのか。現実にそういう話をして、持

ち主だって苦悩してるわけだよね。早くしてくれなきゃ、私、死んじゃうよって、私も言われてるわけだよね。

だで、そういう目玉のものを放っといて違うことばか言ってなんで、行って約束して中心市街地活性化基本計画

の中の目玉は、変えたんなら変えたでしょうないわけせ。やるならやるで、どういうふうな形になっているのか、
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やはりそこらを示すべきだと、私は思うんですが。 

○経済事業部長 御説明をさせていただきます。古民家再生につきましては、中心市街地活性化の基本計画の中

に入っておりまして、経済産業省の補助金もいただけるという状況でございます。去年の１１月１日に会社がで

きまして、新年度平成２４年度、今の年度ですね、補助金の申請時期もありましたので、最初の何カ月かは古民

家再生について、鋭意会議を検討してまいりました。１つは地主さんとの交渉、地主さんとの交渉も社長以下市

の職員も含めてですね、何回か行って、それは移転のこと等についてもですね、進んでおります。ただ、テナン

トの誘致については非常に難しくてですね、というのは、すぐ続きで駐車場がないというようなこと、それから

今の状況の中で非常に建物が大きくてですね、１００坪以上ございます。そこをやはり民ですぐ入ってくるテナ

ントがなかなか見つかっていないという状況でございます。今言いましたとおり１００坪以上の建物ですので、

それを古民家として再生する事業費も当然試算をいたしまして、建築士に頼んで絵をかいてもらって試算をした

りしたんですが、事業費が結構、建物が大きいから当然ですけれども、になるという中で、その借り入れの話も

させていただきました。そこでやはりさっき言ったような問題にもちょっと突き当たっているということでござ

いますので、全然検討してないとかそういうことではなくて、精一杯努力はしております。ただ、幾つも壁があ

るということで、きょう中間報告をさせていただいてます。もう少し体力があってですね、まち全体の中でもっ

と動きが出てきていればテナントとかの誘致もあれなんでしょうけれども、その辺についての今ノウハウ、テナ

ント誘致についてノウハウをですね、まだちょっと緒についたばかりのところがございまして、それもまだ広が

りが少ないと、声をかけているところがちょっと少ないということもございますので、その辺もこれからは前に

進めていきたいということで、地主さんとは接触をずっと持っておりますので、その辺は御理解をお願いしたい

と思います。 

○金田興一委員 １点だけ。御苦労されてるのは私も十分承知をしてますし、あれですが、結局平成２４年度は

申請を見送って平成２５年度というような話もちょっと耳にしてるんですが、いくらたっても最終的には会議所

が出資をするかしないかにかかると思うんですよ、私は。会議所がまちカンパニーに今出資してるけども、たっ

た１、７００万円やそこらで借金するったって銀行だって貸してくれないんで、やっぱり会議所がある程度の金

額を出資をするという、そういう話もちょっと耳にしたことあるんだけども、会議所の動向はどうなんですか。 

○経済事業部長 今、１０人の取締役の中に会議所の専務さんが入っております。毎回会議に出てきている中で、

会議所ともいわゆる情報の行き交いっていうんですかね、それは非常によくなりました。あと、会社の中での三

役の皆さんを含めた皆さんの考えもこちら側に反映されるということでもよくなっております。会議所も２，０

００社っていうんですかね、会員がおりますので、その人たちの合意を取っていかないと増資というようなこと

はできないということでありますので、そういうことについてのやはり調整が整えばですね、最終的には増資と

いうことについても検討はしていただけるんではないかと、これはあくまでも私の感触でございますけども。そ

こら辺まだ非常に、はっきり専務さんっていう立場でまだ明言はできない状態ではあるかとは思いますけども、

一応そういう形で会議所も考えていてくれてるなということは、私の感触としては得ているという程度というこ

とで、まだ確約とかそういうことは当然まだ取れてないということです。 

○金田興一委員 一つ希望だけですけども、会議所の会員２，０００先の人が全員が合意なんてことはとても無

理なことなので、やはり会頭以下役員が率先して、前向きな姿勢で取り組むように、事あるごとにぜひ要望して
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もらいたいという要望で結構です。 

○委員長 ほかによろしいですか。 

○宮田伸子委員 一番最初のショップの話に戻らさせていただくんですけど、今回お願いして入っていただいた

その前回一度閉められたショップは、自分の借りている場所を又貸しをしようとしたり、ちょっとトラブルを起

こしかけた経緯もあるので、今回はよく目を見張っていただいて、えんぱーくの中でそういうトラブルが生じな

いようにしていただきたいと思います。契約違反を起こさないように、よろしくお願いします。要望です。 

○地域経済担当部長 はい。 

○永井泰仁委員 先ほど中原委員のほうから出ましたけれどね、これは経済事業ということだけじゃないんです

けれども、この合併特例債の使い方がね、よく調べてみると、防災無線の３億４，０００万円は合併特例債だっ

たけど、あと残りは全部大門地区の中心市街地活性化でね、トータルしたら五十七、八億円になりますか。それ

だから、そろそろほかの地区の皆さんも黙ってないし、合併特例債は中心市街地って、あれ当然だというような

ことで何でも合併特例債で大門ならがんがん通るが、ほかの地域の要望や、西幹線にしても東幹線の道路にして

も補助金がつかない、財源が厳しいって言ってやっときながら、中心市街地ってつくと何だか知らないが、これ

だけは特別な特殊事情のように、５８億近くなると思うが、何しろ３億４，０００万円くらいの防災無線だけは、

全市まんべんなくこの合併特例債も活用をされていますが、あとの残りの五十数億円ってのは、全部大門地区の

この中心活性化だけに使われてるもんですから、もう少し地域の要望も配慮してもらわないと、今のこのやり方

で何でも中心市街地だ、活性化が大事だ、市の顔だっていってこの進め方はね、これから各地域の皆さんから相

当不信を買うと思うんで、よく計画の段階から、これは市長の政治姿勢にもなるかと思いますが、少しね、合併

特例債の使い方も検討すべき時期に来てると思うんで、ぜひ今後しっかりまたこういうやり方だけでいいものか

どうなのか、中心市街地の活性化は、また今後考えてほしい。これだけ要望ですが、お願いします。 

○丸山寿子委員 済みません、ショップのことですけど、先ほど中原委員のほうからも、また一度閉まったとこ

ろがまたオープンして大丈夫かっていう声がありましたけど、きのう、えんぱーくに行ったので。きのうオープ

ンしたっていうんですけど、わかりにくいような、ＰＲが地味で、新しくオープンしたというわくわくするよう

な感じとかが全く感じられなくて、オープンしたことも多くの人が知らないんじゃないかと、夕方だったせいも

あるかもしれないんですけど、印象を持ったことと、それから、リピーターとして一度行った人がまた行くのか

と思うようなちょっとイメージを持ったんですけど、メニューがあまりに１種類しかないようなイメージなんで

すが、いろいろ張り出してもありましたけど、その辺本当にまた再度オープンしてもまた閉まってしまったらと

いうような、本当に苦言を呈したくなるような感じだったんですけど、その辺、どんなふうにお考えでしょうか。 

○経済事業部長 メニューの関係もですね、私もちょっと事前にはお聞きはしていたんですけども、それにつき

まして今後動向を見てですね、まちづくりカンパニーのほうで全体の調整とか指導とかしてまいりますので、一

応アップルランドのほうにいたその方が、一応専務さんとして自宅のほうにおりますので、その方を中心にです

ね、それについてもできるだけ指導をしてまいりたいと思っております。 

○丸山寿子委員 メニューについても、何ですかね、指導していくっていうか、ことはできるのか。例えば飲み

物も何も置いてないとか、油そばというスープもない麺で、それがいい人はいいかもしれないんだけれども、そ

れがずっと続いていくのかっていうことを非常に心配したんですけど、メニューについても立場的に言っていっ
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ていただきたいと思うんですけど。 

○経済事業部長 原則論で言っちゃいますとですね、まちづくりカンパニーとそこに入っているテナントとの契

約をしております。ですから、契約書の中にうたってあればですね、言える部分ではあるんですけども、通常は

メニューのことまではなかなか言えない部分がございます。ただ、市の施設の中に入ってるということもありま

すので、指導ということで、形で言わせていただきますけども、それは向こうは、契約書上は聞くということは

なかなか、契約書にはそこまで書いていないという現実があって、そこを、どういうテナントも苦労していると

いうのが現実であります。そこをきちんとテナントとおつきあいしながら、こちらの要望を言っていってもらっ

て、こちらの望むようなものにしていかなきゃいけないっていうのがカンパニーの役割であると思っております

ので、原則はちょっとそのような形でございますけれども、きょうお話が出た部分もですね、すぐに会社側にも

伝えてですね、いいお店になるように指導してまいりたいと思っておりますのでよろしくお願いいたします。 

○委員長 よろしいですかね。それでは塩尻駅前広場改修計画について、またその他について報告を受けたとい

うことで会議を終了したいが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○委員長 御異議ないということで、御苦労さまでした。理事者のほうからあいさつありましたら、そのように

いたしますが、ないですかね。以上をもちまして、きょうの委員会を終了といたします。 

済みません、ちょっと委員さんは残ってください、ちょっと相談したいことがありますので。では、ありがと

うございました。 

済みません、簡単に終わりにしますが、委員会２年でかわっていくんですけど、うちのこの委員会も５，００

０円ずつになるっけ、視察用で。 

○議会事務局庶務係長 ３，０００円。 

○委員長 ３，０００円かい。３，０００円ずつ皆さんから歳費の中からいただいて積み立てをしてて、視察を

２年に一遍っていうことで今までこう来ているんですが、どうしますかっていうそういう話です。今度は２年目

に入ったんで、どっか行くか行かないかで。 

○中原輝明委員 金はあるのか。 

○委員長 金はだから３，０００円ずつ、もう１年集めたんで。あとは、それと出張旅費で。 

○議会事務局庶務係長 市のほうから費用弁償出ます。 

○委員長 出ますんで。行くとしても今まで行ったのは市のバス使って行ってたようで、まあ近い形で１泊で行

ってったっていう感じです。以前は中心市街地があったもんですから、犬山市だとか、ああいう複合施設を見た

のかな、空き店舗の後入った、そういうとこへ行ってました。今回は、もしやられるっていったら、今かかって

る駅前広場の改修とかが今なってて、まあ松本駅見てもらえばいいものできてるんでいいんだけども。これから

改修計画あるのが、駅前で原発の敦賀が、駅前がちょうどうちの市より若干小さい、面積的には小さいんだけど、

改修をやるっていうことで今計画づくりをしてるっていうのは聞いてます。時間的には、あそこだったら安房を

越えていくと４時間から５時間くらいかかると思うんだけど、市のバスだもんでね。電車はちょっと不便なとこ

ろだもんで、まだほかに違うところを見たいって言えば、言っていただければ、この活性化、市街地の活性化に

ついてどっか見たいという御希望があれば出していただければ。じゃあやるということでよろしいですか。視察
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はやるということで。 

〔「はい」の声あり〕 

○委員長 じゃあそれぞれ委員さん、もし見たいとこがあったら、言っていただければ計画をするということで

お願いをいたします。大変御苦労さまでした。 

○丸山恵子委員 時期はいつごろですか。 

○委員長 時期は、後残された１年間、４月から来年の、どこかです。 

 御苦労さまでした。 

午前１１時３０分 閉会 
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